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会議に付した事件の題目及び議事日程

平成２０年第１回黒石市議会定例会議事日程 第１号

平成２０年３月６日（木） 午前１０時 開 議

第 １ 会議録署名議員の指名

第 ２ 会期の決定

第 ３ 報告第 １ 号 平成１９年度黒石市一般会計補正予算（第７号）について
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第 ４ 議案第 ２ 号 黒石市附属機関の設置に関する条例の一部を改正する条例制定につ

いて

第 ５ 議案第 ３ 号 地方公務員の育児休業等に関する法律の一部を改正する法律の施行

に伴う関係条例の整備に関する条例制定について

第 ６ 議案第 ４ 号 黒石市職員の自己啓発等休業に関する条例制定について

第 ７ 議案第 ５ 号 黒石市特別職の職員の給料等に関する条例の一部を改正する条例制

定について

第 ８ 議案第 ６ 号 黒石市教育委員会教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条

例制定について

第 ９ 議案第 ７ 号 黒石市非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正す

る条例制定について

第１０ 議案第 ８ 号 黒石市一般職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の一部

を改正する条例制定について

第１１ 議案第 ９ 号 黒石市一般職職員の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例

制定について

第１２ 議案第１０号 黒石市職員の特殊勤務手当支給条例を廃止する条例制定について

第１３ 議案第１１号 黒石市遺児入学祝金等の支給に関する条例の一部を改正する条例制

定について

第１４ 議案第１２号 黒石市重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例制定に

ついて

第１５ 議案第１３号 黒石市乳幼児医療費給付条例の一部を改正する条例制定について

第１６ 議案第１４号 黒石市介護保険条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例制

定について

第１７ 議案第１５号 黒石市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について

第１８ 議案第１６号 黒石市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について

第１９ 議案第１７号 黒石市後期高齢者医療に関する条例制定について

第２０ 議案第１８号 黒石市工場等設置奨励条例の一部を改正する条例制定について

第２１ 議案第１９号 黒石市営住宅管理条例の一部を改正する条例制定について

第２２ 議案第２０号 黒石市民文化会館の休止に関する条例制定について

第２３ 議案第２１号 黒石市立黒石公民館の休止に関する条例制定について

第２４ 議案第２２号 黒石市勤労青少年ホーム条例の一部を改正する条例の一部を改正す

る条例制定について
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第２５ 議案第２３号 スポカルイン黒石条例の一部を改正する条例制定について

第２６ 議案第２４号 黒石市中町伝統的建造物群保存地区内における建築基準法の制限の

緩和に関する条例制定について

第２７ 議案第２５号 黒石市国民健康保険黒石病院事業の設置等に関する条例の一部を改

正する条例制定について

第２８ 議案第２６号 黒石市国民健康保険黒石病院に勤務する職員の特殊勤務手当支給条

例の一部を改正する条例制定について

第２９ 議案第２７号 黒石市落合共同浴場の指定管理者の指定について

第３０ 議案第２８号 黒石市の特定の事務の温湯郵便局における取扱いに関する規約の廃

止について

第３１ 議案第２９号 黒石市の特定の事務を取り扱わせる郵便局の指定について

第３２ 議案第３０号 市道の路線認定について

第３３ 議案第３１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

第３４ 議案第３２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

第３５ 議案第３３号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

第３６ 議案第３４号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

第３７ 議案第３５号 平成１９年度黒石市一般会計補正予算（第８号）

第３８ 議案第３６号 平成１９年度黒石市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

第３９ 議案第３７号 平成１９年度黒石市老人保健特別会計補正予算（第４号）

第４０ 議案第３８号 平成１９年度黒石市国民健康保険黒石病院事業会計補正予算（第１

号）

第４１ 議案第３９号 平成１９年度黒石市介護保険特別会計補正予算（第４号）

第４２ 議案第４０号 平成１９年度黒石市西十和田ユース・ホステル特別会計補正予算

（第２号）

第４３ 議案第４１号 平成１９年度黒石市水道事業会計補正予算（第２号）

第４４ 議案第４２号 平成１９年度黒石市下水道事業会計補正予算（第４号）

第４５ 議案第４３号 平成１９年度黒石市温泉供給事業特別会計補正予算（第２号）

第４６ 議案第４４号 平成１９年度黒石市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）

第４７ 議案第４５号 平成２０年度黒石市一般会計予算

第４８ 議案第４６号 平成２０年度黒石市国民健康保険特別会計予算

第４９ 議案第４７号 平成２０年度黒石市老人保健特別会計予算

第５０ 議案第４８号 平成２０年度黒石市後期高齢者医療特別会計予算
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第５１ 議案第４９号 平成２０年度黒石市姥懐霊園墓地特別会計予算

第５２ 議案第５０号 平成２０年度黒石市介護保険特別会計予算

第５３ 議案第５１号 平成２０年度黒石市西十和田ユース・ホステル特別会計予算

第５４ 議案第５２号 平成２０年度黒石市観光施設事業特別会計予算

第５５ 議案第５３号 平成２０年度黒石市簡易水道特別会計予算

第５６ 議案第５４号 平成２０年度黒石市温泉供給事業特別会計予算

第５７ 議案第５５号 平成２０年度黒石市農業集落排水事業特別会計予算

第５８ 議案第５６号 平成２０年度黒石市土地取得特別会計予算

第５９ 議案第５７号 平成２０年度黒石市国民健康保険黒石病院事業会計予算

第６０ 議案第５８号 平成２０年度黒石市水道事業会計予算

第６１ 議案第５９号 平成２０年度黒石市下水道事業会計予算

第６２ 議案第６０号 平成２０年度黒石市中川財産区会計予算

第６３ 議案第６１号 平成２０年度黒石市上十川財産区会計予算

第６４ 議案第６２号 平成２０年度黒石市追子野木財産区会計予算

第６５ 議案第６３号 平成２０年度黒石市温湯財産区会計予算

第６６ 議案第６４号 平成２０年度黒石市袋財産区会計予算

市 長 提 案 理 由 説 明

第６７ 予算特別委員会設置について

出席した事務局職員職氏名

事 務 局 長 斎 藤 光 雄

次 長 長谷川 直 伸

議 事 係 長 太 田 誠

議 事 係 主 査 山 谷 成 人

会議の 末

午前１０時０２分 開 会

ただいまから、平成２０年第１回黒石市議会定例会を開会いたします。◎議長（斎藤直文）

直ちに本日の会議を開きます。

本日の議事は、議事日程第１号をもって進めます。

日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。◎議長（斎藤直文）

会議録署名議員は、会議規則第８０条の規定により、議長において１番工藤和子議員、１６

番村上隆昭議員を指名いたします。
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日程第２ 会期の決定を議題といたします。◎議長（斎藤直文）

お諮りいたします。

今期定例会の会期は、本日から３月１９日までの１４日間といたしたいと思います。これに

御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めます。◎議長（斎藤直文）

よって、会期は１４日間と決定いたしました。

この際、諸般の報告をいたします。◎議長（斎藤直文）

まず、議長、事務局長において、平成１９年度青森県市議会議長会第３回定期総会に出席い

たしましたので、別紙のとおり御報告いたします。

次に、監査委員から、例月出納検査報告並びに定期監査報告が提出されました。よって、そ

の写しをお手元に配付しておきましたので、御了承願います。

次に、議員派遣の件について、別紙議員派遣承認報告書のとおり、閉会中、議長において議

員派遣を承認いたしましたので、御報告いたします。

日程第３ 報告第１号から、日程第６６ 議案第６４号まで、合わせて６◎議長（斎藤直文）

４件を一括上程いたします。

この際、理事者から提案理由の説明を求めます。市長。

登 壇

平成２０年第１回定例会の開会に当たり、市政運営の基本方針並びに所信◎市長（鳴海広道）

の一端を申し述べ、あわせて新年度の一般会計予算案の概要などについて、御説明申し上げま

す。

私は、市民の負託を受け、市政を預かって以来、本市を取り巻く環境が厳しさを増す中、必

ず事態は好転するという強い信念のもと、誠心誠意、職務を全うしてまいりました。

新年度においても、引き続き渾身の努力を傾け、市政の運営に当たる覚悟であることを、ま

ず冒頭に申し上げる次第であります。

さて、平成２０年度の予算編成は、私にとって１０回目のものとなりますが、決算の数値が

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の適用基準となることを念頭に置き、一刻も早

い財政運営の健全化の実現を最優先課題に掲げました。

そのため、これまでの行財政改革の取り組みを継続しながら、建設事業抑制による公債費の
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減、退職者不補充や特別職・一般職職員のさらなる給与のカットによる人件費の抑制、市民文

化会館・黒石公民館の休館など、徹底した歳出削減を行いました。

その結果、市長就任以来、初めて単年度で約３億４，０００万円の黒字を見込んだ予算編成

となりました。

これも市職員一丸となった改革への取り組み、そして何より市民並びに市議会議員の御理解

と御協力のたまものであると、深く感謝いたしております。

平成２０年度の一般会計当初予算案は、１４２億４，７００万円で、対前年度比で１億７，

５００万円、１．２％の減額となりましたが、公的資金の借換債発行分７，８００万円と財政

調整基金積立金約３億４，０００万円という特殊事情分を控除すると、歳出ベースで１３８億

２，９００万円となり、実質５億９，３００万円、４．１％減となります。

これで、平成１５年度から６年連続で規模を縮小した予算といたしました。

この一般会計と企業会計、特別会計の合計額は、３０９億７，５８０万４，０００円となり、

２１億４，９５６万６，０００円、６．５％減の予算規模となりました。

それでは、新年度の主要施策の概要について、御説明申し上げます。

最初に、１００億円農業対策事業についてであります。

本市の農業生産額が、再び１００億円台を確保するためには、米・りんごに次ぐ作物、すな

わち野菜・花卉等の振興が不可欠であります。

したがいまして、平成２０年度も施設栽培用パイプハウス１５棟を設置するほか、新たに

「夏秋いちご」の栽培用ハウス１０棟を設置し、第三作物の振興を図ってまいります。

米については、「黒石米」という古くからの銘柄を前面に打ち出し、地域ブランドとして優

位販売を図ってまいります。

りんごについては、本市農業の基幹作目であり、今後とも生産性の向上を図るため、引き続

き「わい化栽培」を主体とした改植事業を推進するほか、経営安定対策事業にも取り組みなが

ら生産基盤の強化を図ってまいります。

また、耕作放棄地の解消と農業所得の向上を図るため、「遊休農地解消普及活動事業」を新

たに実施してまいります。

次に、観光・物産事業では、昨年から県内外で注目を浴びている黒石やきそばの普及・振興

を図るため「やきそばのまち黒石会」の事業を支援し、黒石発の地域ブランド化及び誘客の促

進につなげてまいりたいと考えております。

廃棄物対策の一環であるごみ処理については、ごみ発生の抑制を最優先に、再使用、再生利

用をさらに推進し、廃棄物による環境への負荷の低減に取り組んでまいります。

次に、交通安全対策については、交通事故の抑制、交通事故死ゼロを目指して、地域や学校
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において実践型の交通安全教室を開催するほか、交差点改良工事やカーブミラーなど交通安全

施設を整備し、安全で安心な社会の実現を目指してまいります。

また、児童生徒の登下校時における事件・事故を未然に防止するパトロールを継続してまい

ります。

姉妹都市永川市との交流事業については、永川市長一行が本市を訪問することが予定されて

おり、経済交流懇談会、職員相互交流、市内の高校生を派遣し、ホームステイを実施するなど、

両市相互の理解を深めるとともに、民間交流や経済面での交流をさらに進めてまいります。

次に、教育環境の整備充実等については、児童生徒の英語力の向上を図るため、外国語指導

助手２名を幼稚園、小中学校に派遣する事業を継続し、幼稚園、小中学校教育の一貫した英語

教育を図るための連携や交流を進めてまいります。

また、安全で安心な学校環境づくりの一環として、中学校に引き続き市内全小学校に自動体

外式除細動器を配置するほか、黒石東小学校のフェンスの改修を進めることにいたします。

文化財の保存対策事業では、かねてより念願であった拠点施設の整備に取りかかり、「こみ

せ」のある歴史的町並み景観を生かした地域活性化と観光振興を進めてまいります。

次に、福祉の分野では、すべての市民が住み慣れた地域で健康を保持し、生活の質を高めて

いくためには、医療・保健・福祉が包括的かつ総合的に提供されることが特に必要であります。

医療については、７５歳以上の高齢者を対象とした後期高齢者医療制度によって高齢者の生

活を支える医療を目指してまいります。

また、だれもが元気で健康な生活を送ることができる「健康長寿市」を目指し、引き続き

「腹八分目運動」を強力に推進するとともに、生活習慣病をより効果的に予防するため、４０

歳から７４歳の人を対象に「特定健康診査・特定保健指導」を実施することにいたします。

また、昨年から実施している妊婦健診の無料回数拡大の継続と乳幼児医療費助成の充実を図

るほか、第３子の３歳未満児の保育料を無料化し、安心して子供を産み育てられる環境整備に

努めてまいります。

さらに、障害者自立支援法や児童扶養手当制度の改正等により、福祉行政が大きな変化を迎

えている中、健康福祉施策を検証した上で「地域福祉計画」を策定し、総合的な健康福祉サー

ビスの推進を目指してまいります。

高齢者福祉並びに介護保険事業においては、昨年４月に設置した地域包括支援センターを中

心として、高齢者福祉サービスと介護予防並びに介護保険サービスを一体的に実施し、高齢者

が快適な生活を送ることができるよう支援してまいります。

行財政改革の推進につきましては、集中改革プランを柱に、これまでの取り組みをさらに加

速させ、赤字財政からの早期脱却を最優先課題と位置づけ、今後も力強く進めてまいります。
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次に、平成２０年度一般会計予算案の概要について、御説明申し上げます。

先に申し上げたように、平成２０年度一般会計予算案は、歳入歳出とも１４２億４，７００

万円であります。

まず、歳出から御説明いたします。

第１款 議会費は、１億２，６７７万６，０００円でありますが、内容といたしましては、

議員報酬等の人件費が主なものでございます。

第２款 総務費は、１５億３，５８７万４，０００円でありますが、総務管理費１１億６，

９４８万９，０００円、徴税費２億４，３０８万９，０００円のほか、戸籍住民基本台帳費等

であります。

第３款 民生費は、４９億６，６３１万９，０００円でありますが、内容といたしましては、

障害者福祉費、老人福祉費などの社会福祉費が２０億５，８０６万７，０００円、児童措置費

などの児童福祉費が１９億３，６６３万３，０００円、生活保護費９億７，１６１万９，００

０円でございます。

第４款 衛生費は、１４億４，２８４万２，０００円でありますが、内容といたしましては、

母子保健費、生活習慣病予防対策費、病院費、水道費などの保健衛生費が６億３，０８４万円、

黒石地区清掃施設組合負担金などの清掃費が８億１，２００万２，０００円であります。

第５款 労働費は、１，３８５万２，０００円でありますが、主なものは、黒石市シルバー

人材センター補助金などでございます。

第６款 農林水産業費は、３億７，１５７万８，０００円でありますが、内容といたしまし

ては、農業委員会費を初め、農業振興費、農地費、りんご生産対策費、中山間地域農村活性化

総合整備事業費、長谷沢地区農道整備事業費などの農業費３億４，３７６万９，０００円が主

なものであります。

第７款 商工費は、３億８，１４１万３，０００円でありますが、主なものは、黒石市特別

保証制度貸付金１億円、商工組合中央金庫貸付金３，０００万円、観光施設事業特別会計への

繰出金が３，６７９万８，０００円、産業会館管理費２，２３７万４，０００円などでござい

ます。

第８款 土木費は、１０億８，２６３万５，０００円でありますが、内容といたしましては、

道路維持費４，９４６万８，０００円、道路整備事業費１億２，０５２万６，０００円、除雪

対策費１億５，２９０万６，０００円、雪寒地域道路事業費６，０５９万円、公園管理費４，

７４９万２，０００円、土地区画整理事業費１億５，６７２万７，０００円、下水道事業会計

への補助金３億４，６０８万８，０００円などが主なものでございます。

第９款 消防費は、７億８，６３５万８，０００円でありますが、黒石市消防団事務委託料
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及び黒石地区消防事務組合負担金などを計上したものでございます。

第１０款 教育費は、１０億８，５７４万３，０００円でありますが、内容といたしまして

は、教育委員会事務局費及び指導費を中心とした教育総務費１億６，８０９万５，０００円、

小・中学校費４億６，４９９万９，０００円のほか、幼稚園費、公民館費、文化財保護費、保

健体育費などを計上いたしました。

第１１款は、災害復旧費であります。

第１２款 公債費は、各種市債などの償還費用として、２４億４，７５２万６，０００円を

計上いたしました。

第１３款は、予備費であります。

歳入については、市税３１億４，７７３万２，０００円、地方交付税６２億６，９００万円、

国庫並びに県支出金合わせて２６億１，４４３万円のほか、地方消費税交付金を初めとする各

種交付金や市債８億４，０４０万円を計上いたしました。

以上、一般会計の新年度予算案の概要について申し上げましたが、歳出削減に努めたことに

より、前年度にも増して緊縮した予算案となりました。

ここ数年の努力と辛抱が、必ずや実を結ぶものと確信しているところでありますので、御理

解と御協力をお願い申し上げる次第であります。

今定例会には、「黒石市附属機関の設置に関する条例の一部を改正する条例制定について」

など条例案が２５件、国民健康保険特別会計を初めとする各特別会計、公営企業会計並びに財

産区会計の平成２０年度予算案が１９件、このほか、平成１９年度各会計補正予算１０件、及

び人事案件４件などを提案しておりますが、御審議の際、詳しく御説明いたしますので、よろ

しく原案どおり御議決を賜りますようお願い申し上げます。

降 壇

お諮りいたします。◎議長（斎藤直文）

ただいま上程いたしました案件については、議事の都合により、後刻審議いたしたいと思い

ます。これに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めます。◎議長（斎藤直文）

よって、これらの案件については後刻審議することに決しました。

日程第６７ 予算特別委員会設置についてを議題といたします。◎議長（斎藤直文）

お諮りいたします。
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先ほど上程いたしました案件のうち、平成２０年度各会計予算については、議員全員をもっ

て構成する予算特別委員会を設置し、これに付託の上、審議いたしたいと思います。これに御

異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めます。◎議長（斎藤直文）

よって、平成２０年度各会計予算については、議員全員をもって構成する予算特別委員会を

設置し、これに付託の上、審議することに決しました。

なお、予算特別委員会は本会議終了後、引き続きこの場所において開きますので、よろしく

お願いいたします。

この際、お諮りいたします。◎議長（斎藤直文）

議案調査、委員会審査等のため、３月７・８・９・１０・１１・１４・１５・１６・１７・

１８日の１０日間、休会いたしたいと思います。これに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めます。◎議長（斎藤直文）

よって、１０日間休会することに決しました。

本日はこれにて散会いたします。◎議長（斎藤直文）

午前１０時２４分 散 会

地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。

平成２０年３月６日

黒 石 市 議 会 議 長 斎 藤 直 文

黒 石 市 議 会 議 員 工 藤 和 子

黒 石 市 議 会 議 員 村 上 隆 昭


